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愛知県知事 

大村 秀章 様 

愛知障害フォーラム（ＡＤＦ） 

代 表  加 賀 時 男 

（愛知県身体障害者福祉団体連合会会長） 
名古屋市昭和区恵方町２－１５ 

TEL ０５２－８５１－５２４０ 

FAX ０５２－８５１－５２４１ 
（担当：柳原・水野） 

愛知県職員による障害者虐待の肯定助長発言に対する緊急抗議 

日頃より、障害者福祉の向上に、ご尽力頂きありがとうございます。 

愛知障害フォーラム（以下、ＡＤＦ）は、身体障害、知的障害、精神障害、発達障害、

難病などの障害種別や立場、考え方の違いを超えて、障害当事者や家族の団体、そして支

援者などの関係団体、県下２４団体が一緒になって、障害者の権利擁護と愛知県における

障害福祉施策の充実のため取り組みをおこなっている団体です。 

さて新聞報道等によると、９月５日に愛知県庁で開催された、愛知県障害者虐待防止・

差別解消推進協議会において、県職員が障害者虐待について、「効果をもたらすこともあ

る」「障害者は最近、強気になっている」と発言しました。この発言は、本来行政が率先

して、障害者虐待や差別を解消しなければならない責務を有するにも関わらず、愛知県が

虐待差別を肯定助長していると捉えかねないもので、到底許されるものではありません。

２０１４年に批准した障害者権利条約では、差別の禁止が明記されており２０１６年に施

行された障害者差別解消法にも同様の記載があります。近年、愛知県において株式会社恵

による、多くの障害者虐待が発生しており、未だ深刻な影響を与え続けています。 

つきましては、この発言について断固抗議するとともに、下記の要請に、愛知県として

誠実にご回答くださいますようにお願いいたします。なお、回答については９月１５日ま

でに文書でお願いします。回答先：Ｅメール（adf.jimu.2008@gmail.com） 

記 

１．本件について、なぜこういった発言に至ったのか、検証のための第３者委員会の設置

検証および知事記者会見等において、報告謝罪、再発防止策の提示を行っていただきたい。 

２．名古屋市において、名古屋城木造天守建て替えバリアフリーに関する市民討論会にて、

障害者差別発言があり、検証報告書では、市長をはじめ行政職員における障害者差別およ

び人権意識の欠如が指摘された。愛知県においても、人権意識の欠如が露呈した結果であ

り、再発防止策としての、愛知県全職員を対象とした、人権研修を至急行っていただきた

い。 

以上 
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愛知障害フォーラム（ＡＤＦ）虐待容認・肯定発言に抗議 

この問題は９月５日、愛知県の障害者虐待防止に関する協議会で、県民生活課に所属す

る男性職員が、障害者への虐待について「効果をもたらすこともある」「被害妄想的な部

分がある」などと信じられない発言をしました。 

９月９日の愛知障害フォーラム(ＡＤＦ)幹事会で、権利条約や差別解消法、虐待防止法

を理解しない職員の存在に驚きと怒りの声が挙がりました。幹事会では、直ちに抗議声明

文を作成して愛知県に厳重に抗議し、申し入れを行うことを確認し合いました。 

９月１１日の愛知県への抗議文の提出は、愛知障害フォーラムの池山幹事長（名古屋市

精神障害者家族会連合会会長）と柳原事務局長で対応しました。 

当日は「中日新聞編集局社会部記者」「共同通信社名古屋支社編集部記者」「テレビ愛知

報道制作局情報報道グループ記者」が取材に訪れました。 

抗議文は池山幹事長が読み上げて提出。その後、報道機関から囲み取材を柳原事務局長

が受けました。取材後、今回の件についての報告を別室で愛知県の担当者から受けました。 

対応した愛知県職員は７名（課長５名、課長補佐、主査）でした。 

以下、内容の概略です。 

・差別発言をした職員は、非正規職員(正規職員が離職・休職した際

に雇用。今年度４月から。６０歳) 

・職員への聞き取りで、本人の義父が障害当事者であり、「障害者は

調子に乗っている」の発言は相談件数が増えていることに対しての

肯定的な意味での発言であったと釈明した。 

・今後については、これから検討していく。 

・抗議文への回答が９月１５日は祝日だったので１６日までに変更しました。 

池山幹事長、柳原事務局長からの発言 

・大村知事にしっかりとあげていただきたい。 

・７月の愛知県との懇談でも居眠りしているなど県職員の緊張感の無さが目立つ。 

・非正規だからといって許されることではない、市町村や他部署などでも同じようなこと 

がないように再発防止、第三者委員会を検討してほしい。 

・研修を強化するにしても内容が悪ければ意味がない。権利条約や差別解消法との関係性

や当事者が講師として関わることの重要性がある。ＡＤＦは障害者団体、支援者団体の連

合である。研修内容の検討、講師として参加も考えることができるので検討してほしい。 

ＵＲＬをクリックしてテレビニュースを閲覧して下さい。「テレビ愛知」の報道の見出し

「障害者への虐待は効果をもたらすことも」愛知県職員発言障害者団体が抗議  

第三者委員会の設置を 

https://news.yahoo.co.jp/articles/a59f44414cbf5b5ccf9930d682548ab64b068bfb 

「東海 ＮＥＷＳ ＷＥＢ」障害者虐待防止の会合での発言で 愛知県職員に厳重注意 

https://www3.nhk.or.jp/tokai-news/20250909/3000043875.html 

https://news.yahoo.co.jp/articles/a59f44414cbf5b5ccf9930d682548ab64b068bfb
https://www3.nhk.or.jp/tokai-news/20250909/3000043875.html

